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不具合修正プロセス効率化に向けた
修正者の立場から見た管理者別タスク優先度の比較

吉行　勇人1,a) 大平　雅雄1,b) 伊原　彰紀2,c)

概要：OSS開発における不具合修正タスク割当を支援するための手法が多く提案されているが，多くの既

存手法は，不具合修正に適任の修正者を推薦する [1]等，日々膨大な不具合修正タスクを割り当てる役割を

担う管理者を支援することを目的としている．本研究では，不具合修正タスクを実施する修正者の立場の

考え方が不具合修正プロセスの理解・改善に必要であることを示すことを目的としている．

1. はじめに

Mozilla Firefox，Apache OpenOffice，Androidといった

オープンソースソフトウェア (OSS) は，商用ソフトウェ

アの代替肢としてだけでなく，スマートフォンや組み込み

システムのような，ソフトウェアを中核とする製品の開発

期間を短縮する手段として広く使われている．OSSが日常

的に利用されその重要性が増す一方で，大規模な OSSプ

ロジェクトでは，日々多数の不具合報告を受けていること

が問題となっている．例えば，Mozillaプロジェクトでは，

一日に数百件以上の不具合が報告される場合もある．プロ

ジェクトに参加する管理者は，新しい不具合報告を受ける

と，その不具合を再現できるかどうかや過去に同じ不具合

が報告されていないか（duplicate bugs）を確認し，その

不具合を修正するのに最も適した修正者に不具合修正タス

クを割り当てる必要がある．

不具合修正タスク割り当てに関する先行研究の多くは，

Anvikらのように個々の不具合修正タスクに対して適任の

開発者を特定することを目的としており [1]，日々多数の

タスクを割り当てる必要のある管理者を主な支援対象者と

している．実際，Eclipse Platformプロジェクトにおける

44%の不具合は，不具合修正を担当する開発者が変更され

て（再割当が行われている）おり [2]，Anvikらの提案手法

によって適任であると判断された修正者が，必ずしもタス

クを優先的に対処するとは限らないと示唆される．

本研究では，修正者はタスクを割り当てた管理者によっ
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て優先度が異なっているか否かを明らかにするために，管

理者と修正者の立場による修正タスクの優先度を比較す

る．管理者が修正者にとっての優先度を理解することで，

より効率的に不具合修正タスクを割り当てることが可能に

なる．

2. 不具合修正プロセスにおける社会的側面

大規模 OSSプロジェクトには数百人以上の開発者が修

正者として参加しているが，実際の多くの不具合修正は少

数の修正者によって行われており，特定の修正者に不具合

修正タスクの処理が集中する場合がある．そのため，修正

者は複数の管理者から割り当てられたタスクを同時に処理

せざるを得ず，タスクの優先度をつけることになる．そこ

で，本論文では，管理者と修正者とのこれまでの社会的関

係がタスクの優先度に影響していると考え，不具合修正プ

ロセス中の不具合修正タスク割り当てを修正者の立場から

考慮する．図 1は，先行研究で着目している管理者の視点

と本研究で提案する修正者の視点との違いを表している.

不具合修正プロセスにおける社会的側面を分析した先行

研究では，ソフトウェア開発にはステークホルダーの社会

図‾ 1 先行研究と本研究の立場の違い
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的関係が重要であることが示されている．しかしながら一

般的なソーシャルネットワーク分析は，巨視的で組織全体

の社会構造しか捉えることができない．そこで本研究で

は，より細粒度で開発者個々人に注目して分析を行う．

3. ケーススタディ

[データセット] 本ケーススタディでは，2001年 10月から

2012年 10月までに Eclipse Platformプロジェクトに報告

された不具合記録に対して，データクリーニングとデータ

フィルタリングを行い，計 20,422件の不具合報告をデータ

セットとして用いた．

[アプローチ] 本研究では，管理者と修正者の過去の共同作

業の実績を，両者間の社会的関係の強さと捉え，Eclipse

Platformプロジェクトを対象に修正者の立場から見た管理

者別の修正時間を比較する．

(分析 1) 管理者が各修正者にタスクを割り当てた回数に

よって修正時間に違いがあるのかどうかを分析する．

(分析 2) 修正者が各管理者にタスクを割り当てられた回数

によって修正時間に違いがあるのかどうかを分析する.

管理者と開発者のペアが，共同でタスクを遂行した経験

が十分にあるならば，管理者はその開発者の持つ知識やス

キルを熟知していると考えられる．その結果，ある不具合

修正に適任の修正者を選ぶことができ，不具合修正時間の

短縮につながると考えられる．

[結果] 本ケーススタディでは，管理者がタスクを依頼した

修正者が適任であるかを確かめるために，不具合修正タス

クに取り組む上位者（管理者 Aと修正者 B）が関与した不

具合修正時間を比較する．図 2の上図は，管理者 Aがタス

クを割り当てたことのある修正者のそれぞれの不具合修正

日数と，管理者 Aが割り当てた全ての不具合の修正日数中

央値を表している．また，図 2の下図は，修正者 Bがタス

クを割り当てられたことのある管理者にそれぞれタスクを

割り当てられたときに修正者 Bが修正にかかった日数と，

管理者 Bが修正した全ての不具合の修正日数中央値を表し

ている．

(分析 1) 図 2の上図より，管理者 Aが修正者 Bに割り当

てた不具合の修正時間は，修正者問わず管理者 Aが割り当

てた不具合修正日数中央値よりも短い．

(分析 2) 図 2の下図より，修正者 Bが管理者 Aから割り

当てられた不具合の修正時間は，管理者問わず修正者 Bが

処理した不具合修正日数中央値よりも長い．

従って，管理者 Aにとっては全体と比較して短い時間で

修正している修正者 Bは，信頼してタスクを割り当てられ

ているように示唆されるが，修正者 Bにとっては必ずしも

管理者Aから割り当てられたタスクを優先して処理してい

るとは限らないことが分かった．

図‾ 2 管理者 A と修正者 B のそれぞれの不具合修正タスク遂行

能力

4. おわりに

本研究では，修正者の立場から見たタスクの優先度に違

いがあるか否かを明らかにするために，管理者と修正者の

立場による修正時間を比較分析した．ケーススタディの結

果から，たとえ管理者が適任の（修正時間が短い）修正者

であると判断したとしても，修正者が必ずしもタスクを優

先的に対処しているとは限らないことが明らかとなった．

従って，より効率的な不具合修正タスク割当支援には，修

正者の立場から見た優先度を考慮して管理者は修正者を決

定する必要がある．

本研究の今後の課題は，管理者と修正者の社会的関係を

より明確に表すことのできる分析手法の構築と，複数の

OSSプロジェクトを比較することで，より一般性のある知

見を得ることである．
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